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地主原A地区出± 19世紀後半の国産陶器

地主原 A地区 SA-01出 土

磁器碗

久見迫 B地区出土 砥石

久見迫 B地区出土 軽石加工品
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地下式横穴墓出土
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久見迫 B地区 中世以降の遺構出土鉄製品
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小木原遺跡群の上壌調査

はじめに

本稿は、本年度の発掘調査において中世～近世の埋没

表土と思われる地層が確認された蕨C地区の東壁南端部

と試掘坑南壁南端部と、試掘坑Dl地区拡張区の西南端、

3地点の土壌柱状図

蕨C-2区 東壁南端    試掘濤Dl拡張区
西南端

I Apg

宮崎県総合農業試験場  有村 玄洋

さらに近世末の溜池状遺構 (SZ-11)の埋土について、

土壌分析を実施 した結果報告である。

土壌層位の区分  土壌断面は上から順にA層 。B層・

C層の3つの主層位から成立している。

A層 腐植で暗色に汚染され、有機物が無機物と結び

ついた腐植が多量に集積 している層で、この層の

質的特徴 (土色 。構造など)に よって、細分する

ときはA ll・ A12の ように記す。また補助記号と

してP(作土層でplowingの 略)、 g(斑文の存

在)を用いて、水田の作土層はApg、 また畑の

作土層はAPで示される。

B層 母材の風化により生成された遊離鉄によって赤

褐色・黄褐色を呈する風化層、あるいはA層から

洗脱された物質の集積層で、構造が発達 している

ことが多い。 Bl層 はA層 とB層の漸移層でB層

の性質が優越 している層である。形態的特徴 (上

色 。構造・ 土性など)に より、B2層、B21層

などに細分される。

C層 風化作用を受けてもろくなっているが、母岩の

組織を残 している。土壌化はほとんど進行せずに

無構造、いくつかの層に区分されるときは上から

順にCl・ C2のように細分する。

埋没層 現在の土壌下に埋没 した上壌については、現

在の上壌を IA、 IB、 埋没土をHA、 ⅡB…以下

IIIA…・ⅣA… とする。

鞄　　Ｂｉｒ
Ａ・２ｇ
隣
曲

久見迫B地区
SZ-11

Ａ‐２ｉｒ

Ａｒ

Ａ． ‐ｉｒ

　

Ａ． ２ｉｒ

S=1/10
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歳 調色 土  性  名 発達度・構造 腐 植 殿
支

囲
斑

礫 細 孔 隙 可塑性 告着性 首物」 ち 密 度 層 界 備 考

I Apg

I A12g

I Bir

I Air

IB lir

H B 2ir

I B 3ir

ⅢAir

Ⅳ Allir

Ⅳ A 12ir

V Air

ⅥA

ⅥB

ⅦA

WT B21

Ⅶ B22

WIIC

黒褐 色 Ю YRγl

黒褐色 10 YRVl

黒褐 色 Ю YRγ l

黒褐 色 Ю YR32

黒褐 色 Ю YRγ2

黒褐色 10 YRV3

黒褐 色 10 YRV2

黒色  Ю YR加

黒色  ЮYR〃 1

黒色  10 YR〃 1

黒色  10 YR1 7/1

黒色  75YR〃1

明褐色 75Y瑚 8

褐色  7 5YR4 3

+黒褐 色 Ю YR閉

褐色  7 5YR4 8

褐色  Ю YR44

灰 色～黄褐 色

微砂質壌土(SiL)
微砂質壌土(SiL)
微砂質壌土(SiL)

壌土 (L)

壌土 (L)

壌土 (L)

壌土 (L)

埴壌土 (CL)

埴壌土 (CL)

埴壌土 (CL)

埴壌土 (CL)

埴壊土 (CL)

壌土 (L)

モザイク状の軽埴土

(Lic)
軽埴土 (Lic)
埴壌土 (CL)

砂礫

弱度    塊 状

弱度    塊 状

中度   塊 状

やや中度 塊 状

中度   塊 状

中度   塊 状

弱度    塊 状

中度    塊 状

中度    塊 状

弱～中度 塊 状

やや中度  塊 状

中度   塊 状

中度    塊 状

弱度    塊状

弱度    塊 状

富 む

富 む

富 む

富 む

富 む

富 む

富 む

頗 富

頗 富

頗 富

少

富 む

りあ

糸根状

糸根状

糸状 富む

糸状

糸状 頗富

糸状 富む

糸状

糸状

糸状

糸状 富む

糸状 富む

な し

な し

な し

な  し

風化礫

風化礫

風化円礫

風化軽石

風化軽石

円礫

軽石粒

軽石粒

軽石粒

な し

下部に軽石約

な し

円礫

あり

あり

あり

あり

あり

あり

あり

あり

あり

富む

あり

富む

富む

なし

やや多い

中

中

中

中

中

中

中

中

中

中

中

やや大

やや中

大

大

大

やや抹

やや牛

中

中

中

中

中

中

中

中

中

中

中

大

大

大

中

中

中

中

/」 ヽ

中

中

中

中

中

中

中

中

/1ヽ

/」ヽ

中

富

あ り

む

あ り

あ り

23mm

29 mm 堅い

28mm 堅い

25mm

31 mm 堅緻

28mm 堅い

27 mm 堅い

24 mm

27 mm

28 mn 堅い

24 nm

23mm

26mm

26 mm

18mm

漸変

漸変

明瞭

明瞭

明瞭

やや明瞭

明瞭

やや明瞭

漸変

明瞭

やや明瞭

明瞭

明瞭

やや漸変

漸変

明瞭

埋没表層

埋没表層

埋没表層

埋没表層

軽 い
埋没表層

ア方ホヤ層

埋没表層

1.蕨 C-2区  東壁南端の土壌

本断面は、 6枚の埋没表層 (HA、 ⅢA、 ⅣA、 VA、 ⅥA、 ⅦA)をもつ黒ボク水田 (土壌群 :多湿黒ボク土)で、

1～ VA層まで参加鉄斑文が認められ、水田化生成作用が行なわれていることを示 し、ⅥA層以下ではその影響が認め

られなかった。

2.試掘坑 Dl拡張区 西南端の土壌

敲 調色 土  性  名 発達度・構造 腐 植
酸 化 鉄
群 す 礫 細 孔 隙 可塑性 粘着性 透水性 ち 密 度 層 界 備  考

I Apg
I A12g

I Bir

H AHir
H A12
ⅢAll
lll A 12

ⅢA13
ⅣB
V All

V A12
VB
ⅥC

黒褐色 10 YR〃 2

黒褐 色 10 YR〃 2

黒色  ЮYRノ 1

黒色  Ю YRν l

黒色  10 YRノ 1

黒色  10YRl И

黒色  Ю YRl独

黒褐色 ЮYR〃 2

明褐  7 5YR5β
黒褐色 7 5YR3 1

+暗褐 色 75Y瑚4

黒褐 色 7 5YRγl

褐色  75YR4 3
匠 侮 ～ 昔 綴 魯

彿砂 多華挺土 (SiL)
微砂質壌土 (SiL)
微砂質壌土 (SiL)
壌土 (L)
壌土 (L)
埴壌土 (CL)
埴壌土 (CL)
埴残土 (CL)
壌土 (L)
モザイク状の軽埴土

(Lic)

軽埴土 (Lic)
微砂質埴残土 (SicL)
れ灌

中度  粒状

弱度 塊 状

中度  塊状

中度  塊状

中度  塊状

中度 塊 状

中度 塊 状

中度 塊 状

弱度 塊 状

中度 塊 状

弱～中度 塊 状

ヾヾ 属じ
やや富む
やや富む
富 む

富 む
頗 富
頗 富
富 む
含 む
富 む

む
り

曽
あ

ハ択
糸状
糸状やや富む
糸状
なし
なし
なし
なし
なし
なし

なし

な し
な し

軽石粒
軽石小粒
軽石小粒

な し

礫

礫

円

円

細

り

り

り

り

り

い

む

り

む

む

　

り

り

あ

あ

あ

あ

あ

多

富

あ

富

富

　

あ

あ

甲
中
中
中
中
中
中
中
弱
大
　
大
大

甲
中
中
中
中
中
大
中
弱
大
　
大
大

甲
中

中

中

中

や

や

中

や

小

　

小

小

16 mm

21 mm

27 mm

30 mm

27 mm

22 mm

21 mm

26 mm 緻密
25 mm

30 mm

鰤
　
ｍ

翻 変

やや漸変
明瞭
明瞭
明瞭
漸変
明瞭
明瞭
明瞭
漸変

漸変
明瞭

埋没表層

埋没表層

アカホヤ層
埋没表層

本断面は、 3枚の埋没表層 (HA、 ⅢA、 VA)を もつ黒ボク水田 (土壌群 :多湿黒ボク土)で、蕨C-2区調査地

点とよく類似 した土壌断面形態を示し、 I～ⅡAll層 までは酸化鉄斑文が認められ、水田化生成作用が行われている

ことを示し、HA12層 以下には、その影響が認められなかった。

3.久見迫 B地区 SZ-11の上壌

訳 調色 土   性   名 発達度・構造 腐  植 酸 化 鉄 斑 文 礫 可塑性 粘着性 透水 性 ち 密 度 層  界

I

II

II

Ⅳ

V

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

X

�

オリーブ黒色 5Yν l

灰色    5YVl

灰色    5Y71

灰色    5Y4/1

灰色    5Y71

灰色    5Y71

灰色    5Y4/1

灰色    5Y71

黒色   N15/1

黒色   Nl躙

灰色～黄褐色

砂壌上 (S

細砂質壌土

細砂質壌土

微砂質壌土

微砂質埴壌土

微ν質埴壌土

微砂賢埴壌土

微ひ質埴壌土

微砂質埴上

十極砂質埴土

微砂質埴土

砂礫

′)

FSL
FSL
,icL
SicL
SicL
SicL
SicL
IS ic

Sic
Sic

弱 度 塊状

極弱度 塊状

極弱度 塊状

極弱度 塊状

極弱度 塊状

極弱度 塊状

極弱度 塊状

極弱度 塊状

極弱度 塊状

極弱度 塊状

富   む

や や 富 む

や や 富 む

や や 富 む

や や 富 む

や や 富 む

や や 富 む

や や 富 む

頗   富

富顔

糸状

糸状

糸状

糸状

糸状、膜状、帯状に富む

映状、管状に富む

膜状、管状

膜状に富む

膜状に富む

膜状

風 化 礫

中

やや中

やや中

やや中

中

中

中

中

大

大

中

中

中

中

や

や

や

中

中

中

中

大

　

大

や

や

や

中

中

や

中

中

中

中

中

中

小

　

小

や

18 mm

16 mm

18 mm

20 mm

17 mm

18 mm

15 mm

17 mm

15 mm

14 mm

明瞭

明瞭

やや明瞭

やや明瞭

やや明瞭

明瞭

やや明瞭

明瞭

明瞭

明瞭

本断面は、水積性断面で微砂質粘土層/細砂の互層をなし、全体的にかなり湿っている。
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小木原遺跡群におけるプラント・オパール分析

宮崎大学 農学部

教授 藤原 宏志

分 析 結 果

1.両地点ともIII層 より上層で多量のイネが検出される。

2.C-2区 の濤状遺構の中からイネが検出され、この

濤が稲作に伴う遺構である可能性が高いと判断された。

3.Ⅳ層より下層では、両地点ともイネは認められなかっ

た。

4.Ⅳ′
層 (ア カホヤ)を除く各層でキビ族植物が大量

に検出された。キビ族植物には野草の他にヒエ、アワ、

キビなどの雑穀類が含まれており、これらの作物が栽

培されていた可能性もある。

5。 Ⅳ層 (ア カホヤ)を境にして明らかな植生変化が認

められる。すなわち、Ⅳ層より下層ではヨシが検出さ

れ、比較的湿潤な環境であったと推定されるのに対 し

それより上層ではタケ類が優先種になり乾燥 した環境

に変化 したものと思われる。

この変化がアカホヤの堆積によるものか、あるいは

後氷期の温暖化現象とその後の冷涼化現象によるもの

かは定かでない。
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蕨C-2区東壁南端における定量分析 一覧表 コキバル  12/20'88 (C-2)

層  名 深 さ
(Cm)

層 厚
(Cm)

G BaC/g 植 物 名 PO/GB PO数//g 仮比重 PO売//cc 地上部乾重
(t/10a cm)

種 実 重
(t/10a cm)

種実生産総数
(t/10a)

I

Ha-1

Ha-2

II b一 l

Hb-2

Ⅲ
′b-2

SD

III C

Ⅳ
′

Ⅳ

V

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

128

8

8

5

7

297069 |

294473

296654

296802

298246

292947

297425

296300

296002

273031

278430

286783

292910

族

キ

族

キ

ネ
ビ
シ
ケ
ス
　
ネ
ビ
シ
ク
ス

イ
キ
ヨ
タ
ス
　
イ
キ
ョ
タ
ス

族

キ

族

キ

ネ
ビ
シ
ケ
ス
　
ネ
ビ
シ
ケ
ス

イ
キ
ヨ
タ
ス
　
イ
キ
ョ
タ
ス

族

キ

族

キ

ネ
ビ
シ
ケ
ス
　
ネ
ビ
シ
ケ
ス

イ
キ
ヨ
タ
ス
　
イ
キ
ョ
タ
ス

族

キ

族

キ

ネ
ビ
ン
ケ
ス
　
ネ
ビ
シ
ケ
ス

イ
キ
ヨ
タ
ス
　
イ
キ
ョ
タ
ス

族

キ

族

キ

族

キ

ネ
ビ
シ
ケ
ス
　
ネ
ビ
シ
ケ
ス
　
ネ
ビ
シ
ケ
ス

イ
キ
ヨ
タ
ス
　
イ
キ
ヨ
タ
ス
　
イ
キ
ヨ
タ
ス

族

キ

族

キ

ネ
ビ
シ
ケ
ス
　
ネ
ビ
シ
ケ
ス

イ
キ
ヨ
タ
ス
　
イ
キ
ョ
タ
ス

族

キ

族

キ

ネ
ビ
シ
ケ
ス
　
ネ
ビ
シ
ケ
ス

イ
キ
ヨ
タ
ス
　
イ
キ
ョ
タ
ス

41/106
17
2

73
8
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試掘坑 Dl拡張区西南端における定量分析 一覧表
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蕨C-2区東壁南端における定量分析 (植物体乾重 )

試掘坑 Dl拡張区西南端における定量分析 (植物体乾重)

曙名

植 物 体 乾 重 (t/10a.cm)
イネ

(0.sati.)
イネ籾

(rice g。 )

キ ビ族
(pani.)

実
の

鱚

・
，

ｓｅｅ

ビ
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キ
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ヨシ
(Phrag.)

タケ亜科
(Bamb.)
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5.652
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3.282

1.341
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3.755
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イネ祝

(rice 冨 .)

キ ビ族
(pani。 )
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Ⅳ
′

Ⅳ
″

Ⅳ

V

Ⅳ

Ⅳ b

Ⅶ

′

3.385

9.669

5.521

2,980

0.000

0,415

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

1.186

3.388

1,934

1.044

0.000

0.145

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

36.525

17.833

45.823

20.611

5,765

3.440

0.0∞

0,000

1.905

24.696

0.000

0.000

16.686

8.098

20,808

9,360

2.618

1.562

0,000

0.000

0.870

11.214

0.000

0.000

0.000

2.532

0,000

1。 171

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

1.403

9.567

3,769

10。 944

22.277

42.968

17.597

38.563

3.654

1.674

0.534

2.864

0。 874

1.515

1.218

4.569

7.703

7.374

3.561

13.478

1.923

1.853

1,380

1.863

4.016

8.315

5,845
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蕨C-2区東壁南端の土壌における植物乾物量

lavers                      t/19■ .cm

30     24     18     12     6      9      9     6      12     18     24     30

06sati■ rice.g lmM PhrttE tt Bamb.

THa― t

試掘坑Dl拡張区西南端の上壌における植物乾物量

lav8「 E                      t/198.gm
49    39    22    10    2     0     19    29    30    40    S0

0.sati■ ric9.g tt PhragB tt BembB
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補足) グラフの見方について

1.l ayers:採取地点の上層模式図。( )内の数字は

土層番号、左隅の小数字は表層からの深さ

をcmで表 したもの。

2.O osati:Oryza sativa。 栽培稲の地上乾物重

rice.g i Oryza sativaの 穎果 (柳)乾物重

Phrag I Phragmites colxmu� S。 ヨシの地上部乾物重

Bamb :B ambsaceac。 タケ亜科の地上部乾物重

各植物体重はそれぞれの植物により異なる珪酸体

密度係数と土壌中から検出された各植物に由来する

プラント・オパール密度をもとに算出されたもので

ある。

3.土柱模式図の右側に栽培植物、同左側に野・雑草を

示している。単位 t/10aocmは 、その上層の厚さlCm

面積10a(1,000ポ )に 包合されるプラン ト・オパール

の数から推定した各植物の乾物量を t(ト ン.1× 103

kg)で表 したものである。例えば、その上層が10cm

の厚みであると、グラフに示された値に10を乗 じた量

の植物体がその上層の推積期間中に生産されたことに

なる。生産量が年間生産量ではないことに注意。

4.水田址が埋蔵されている土層では、O,satiの値が

ピークを形成する場合が多い。土層の堆積状況により

一概にいえないが、水田址の層位はこのピークと一致

するのが通例である。

5.P hrag(ヨ シ)、 Bamb(夕 ヶ)の乾物量変遷は、

その地点における土壊水分状況の時代的変遷を知るう

えに役立つ。ヨシは比較的水分の多い湿った環境に生

育し、タケ (ササ)は比較的乾燥 した環境下で繁茂す

る。両者の消長をみると、その地点の乾燥変化を推定

できる。
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口例

1 発掘調査は平成 2年12月 4日 から平成 3年 2月 8日

まで行った。

2 発掘調査は県文化課主事東憲章が担当し、図面の作

成については、東の他に作業員の援助を受けた。写真

の撮影は東が行った。

3 遺物、図面の整理は、宮崎県総合博物館埋蔵文化財

センターで行い、遺物の実測・拓本・製図等は東のほ

か整理補助員の協力を得た。

4 本文中で使用する略号は、以下のとおりである。

SA・ ・・竪穴状遺構 SB。 ・・掘建柱建物

SD・ 。・濤状遺構  SK。 ・ 。土坑、土残墓

5 図中の方位は磁北である。 レベルは海抜絶対高であ

る。

6 土器の色調は新版「標準土色帖」に拠った。
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六部市遺跡の調査

調査の

調査の経過

概要

六部市遺跡は、えびの市大字上江字六部市に所在する。

ほ場整備事業により、地下遺構への影響が予想される地

点A～ C区について発掘調査を行った (第 1図 )。

調査は、重機により耕作土及び水田基盤層を除去 し、

遺物包合層である黒色土を掘り下げ、アカホヤ火山灰層

上面で遺構確認を行った。

A区 (第 2図)では、竪穴状遺構16基、濤状遺構 7条、

土坑 7基 (土残墓を含む)、 掘建柱建物 2棟、その他多

数のピットを検出した。竪穴状遺構や濤状遺構、包合層

内からは、中近世陶磁器を中心に、土師質土器、銭貨、

煙管等が出土している。

B区 (第 3図 )では、掘建柱建物 5棟、土坑 3基 (土

墳墓を合む)、 濤状遺構 8条、ピット多数を検出した。

中近世陶磁器や土師質土器が出土 しているが、縄文土器

数点、打製石鏃 1点が包含層から出土 している。

C区 (第 4図)では、掘建柱建物 2棟、濤状遺構 1条、

ピットが検出されたが、遺物量は少なくわずかに縄文土

器片、陶磁器片が出土 したに過ぎない。

2 層序

遺跡の現況は水田であり、耕作土 (第 1層 )下に酸化

第 2鉄の凝集層 (第 2層、水田基盤層)カミ見られる。第

3層の黒色上が遺物包合層となるが、部分的に残存が悪

く、第 2層下にアカホヤ火山灰層 (第 4層 )が見られる

地点も見られた。以下、黒褐色土、褐色土と続き、表土

下約 1～1.2mで段丘基盤の砂礫層となる。

H 調査の結果

l A区の遺構と遣物

(1)竪穴状遺構

SAl～ 4(第 5図 )

SAlは、2.25× 2.45mの方形竪穴である。検出面か

らの深さは約20cmで 、10基の柱穴を持つ。埋土は 2層

に分けたが、基本的には人為的な一括埋め戻 しの可能性

が高い。遺物は図示 しなかったが、近世陶磁器の小片が

埋土中位から数点出土 している。

SA2は、2.5m四方の方形竪穴で、東壁に入回状の

張り出しを持つ。検出面からの深さは約35cmで、11基

の柱穴を持つ。南壁側との対応関係をみると、北壁側に

更にもう 1基の柱穴の存在が想定されたが検出されなかっ

た。SA3・ 4と 切り合いを見せるが、土層の観察によ

る前後関係は、4→ 2→ 3の順となる。埋土は、アカホ

ヤ火山灰の混入の差で 3層に分けたが、人為的な埋め戻

しの可能性が高い。

SA3は、柱穴を持たない方形竪穴で1.45× 1.80m、

深さ約80cmを計る。砂礫層を掘 り込んでおり、床面に

は淡褐色粘上が薄く敷かれていた。床直上から暗赤褐色

を呈する薄い膜状物が若千検出された。漆器の木質部分

が腐食 し、漆膜のみが残存 した可能性が高い。埋土は 4

層に分かれるが、各層ともに層厚が厚 く、比較的短期間

の内に埋没 したと推定される。なお、埋± 2、 3層に見

られた白色軽石は、霧島新燃岳噴出 (1717年噴出)のも

のと思われる。埋土上層から数点の遺物が出土している。

1は陶器碗で、口径9.9cm、 器高5,9cm、 口唇部と見

込み (蛇の日)に釉崇Jぎが施される。畳付は露胎である。

2は在地系陶器の上瓶である。

SA4は、SA3に同じく柱穴を持たない方形竪穴で

1.70× 1.80m、 深さ約40cmを計る。砂礫層直上を床と

している。埋土は、そのしまり具合で 2層に分けたが、

基本的には一括の埋め戻 しの可能性が高い。埋土中位で

遺物が出上 している。 3は薩摩の甕で、内側に折り返 し

た口縁部上面には貝殻の目跡が残る。胴上部には、指に

よる押圧刻みのある2条の貼り付け突帯が見られる。 4

は甕の底部である。焼成時の温度差のため、器壁の中心

から内外の色調が著しく異なる。 5、 6は煙管である。

ともに左側面に銅板の繋ぎ目を観察できる。 6には内部

に竹管が残存 している。

SA5(第 6図 )

SA5は、約 5× 7mと検出された竪穴状遺構の中で

最大の規模を持つ。検出面からの深さは約45cmである。

不整長方形で、西壁に入回状の張り出しを持つ。壁際に

数基の柱穴を検出したが、全周に巡らず正確な数を確定

し得ない。北西隅に投棄を思わせる礫の集積が見られた。

若干の遺物が、埋上下位から出土 している。 7～ 9は中

国産の青磁である。 7は碗で、体部に蓮弁文が描かれる。

8、 9は稜花皿である。15c.半ば～16c.の年代が与えら

れる。10は陶器のこね鉢底部である。内面には 5本単位

の櫛 目が放射状に施される。11は抱烙の把手であろう。
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第 1図 六都市遺跡周辺地形図 (s=1/2,000)



下面に厚く煤が付着 している。12、 13は煙管である。12

には竹管が残存する。左側面に銅板の繋ぎ目が見られる。

14は石臼である。礫の集積内に見られた。裏面に放射状

の線刻がある。

SA6・ SA7(第 7図 )

SA6は、2.50× 2.55mの方形竪穴で12基の小ピット

を持つ。深さは約60cmで、床面中央に白色粘上が薄く敷

かれていた。埋上の観察から、人為的な埋め戻 しの可能

性が指摘される。遺物は、床から浮いた状態で埋上下位

から中位に出土 した。15は土師質の皿で、口径■ .2cm、

器高2.5cmを 計る。内面に油痕が見られることから、灯

火皿であろうと思われる。糸切り底である。16は中国産

青磁碗で、剣先蓮弁文が見られる。15c.後半～16c.半ば

のものである。17～ 19は中国産染付碗で、いずれも16c,

後半の年代が与えられる。Wは福建広東糸、19は景徳鎮

産である。20は在地系のすり鉢で、肥厚させた口縁は四

角 く歪められ、その一角に回が設けてある。内面には

7～ 8本単位の櫛目が斜めに施されている。

SA7は、2.05× 2.10mの方形竪穴で 7基のピットを

持つ。南壁に張り出しが見られ、その位置のピットを欠

いている。検出面からの深さは50cmで、竪穴内には床面

から検出面の高さまで、拳大から人頭大の礫が投棄され

ていた。床面周辺部は粘土の張り床が約 5cmの厚みで施

され、一段下がった中央部には竹類と思われる炭化物が

一面に見られた。編んだ形跡は観察されなかったものの、

一面に敷きつめる様に方向をそろえられていた。

SA8・ S A12(第 8図 )

SA8は、10基のピットを持つ方形竪穴で、2.85× 3.

10m、 検出面からの深さは40cmを計る。 SD6が北西

隅に取りつく。土層の観察からはSA8が SD6を切って

いる。遺物が埋土上位から出土している。21は陶器碗で、

平坦な底部から体部下位で屈曲し直線的に立ち上がる。

22は中国産染付皿である。体部外面には芭蕉葉文、見込

みには鳥 (鶴か)と松が描かれる。底部は碁笥底である。

23は陶器皿で、体部下半は露胎である。

S A12は、SA3に隣接する位置に検出された。1.75

×2.10mの方形竪穴で、コーナーに4基のピットを持つ。

検出面からの深さは10cmと 非常に浅く、アカホヤ火山灰

層中で床となる。埋土は黒色上の単一層で、遺物等は見

られなかった。

SA9～ 11・ S A13・ S A14(第 9図 )

SA9 010・ 11は、いずれも柱穴を持たない方形竪穴

で、切り合った状態で検出された。SA9は推定で一辺

2m、 深さ80cm、 S A10は一辺1,70m以上、深さ70cm、

S Allは一辺1.80m、 深さ40cmの規模を持つ。土層の観

察による前後関係は、11→10吟 9の順である。それぞれ

に埋土上位から若千の遺物出上が見られた。 SA9か ら

は、中国産青磁が出土した。24は端反りの碗である。14

c.～15c.の ものである。25は盤で、体部内面に蓮弁状の

面取りが施される。14c.の年代が与えられる。 S A10か

らは、抱烙 (26)と 陶器蓋 (27)が出土 している。SA

llか らは、陶器、肥前糸染付が出土 した。28は壷の回縁

である。器壁は薄く、わずかに立ち上がる直口縁である。

29は陶器皿で、浅黄色の器壁は京焼き風であるが、肥前

の窯によるものと思われる。30、 31は肥前糸の碗で、18

C.後半のものである。

S A13は、長方形土坑が隣接 したかのような形状であ

るが、埋上の観察からは分割が困難であったため同一遺

構として考えておきたい。北壁に張り出しをもつ方形竪

穴で1.95× 2.00m、 検出面からの深さは10cmを 計る。

柱穴は3基見られたが、いずれも当遺構には無関係のも

のと思われる。やや小振りの肥前系染付碗 (32)カベ出土

している。18c.後半のものである。

S A14は 、1.95× 2.30mの方形竪穴で、検出面からの

深さは30cmを計る。南壁に張り出しを持ち、柱穴は見

られない。

S A15。 S A16(第 10図 )

S A15は、短径2.40m、 長径2,90mの不整円形の竪穴

であるが、検出面からの深さは10cm以下と遺構の残存

は悪く、下端のラインを重視するならば方形であった可

能性も考えられる。

S A16は、濤状遺構 SD5によぅて切られているが、

推定径約4.50mの 円形竪穴と思われる。検出面からの深

さは10Cm以下である。南側には壁帯濤が見られる。柱

穴は検出されていない。検出面から土師器が 1点出上 し

ている。33は高杯の郭部で、内面のみに稜を持つ。古墳

時代前期に比定されよう。

(2)掘建柱建物 SBl・ SB2(第 11図 )

SBlは、2× 3間の掘建柱建物で、SD2・ 4・ 5

の交わる地点に位置する。柱穴の 1基をSD2により欠っ

している。 SD2検出の段階で、埋土を掘り抜くピット
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第 2図 六部市遺跡 A区遺構分布図 (S=1/200)

-170-



面 i°
°  。 e    。

０
　
〇
　
　
一●
　
０

。
　
　
お
げ
。

0   . 。 P
^      0    ▲     SK 8

ｌ
Ｉ
・

―

・Ａ

☆
Ｋ

＼

ヾ

第 3図 六部市遺跡 B区遺構分布図 (S=1/200)
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白色軽石 (2～ 8mm)、 炭化物粒を含む。粘りあり、やや軟。_
基本的に1に 同じであるが、 1よ り硬質。

SA4
1 黒褐色シル ト質土
2 黒褐色シル ト質土

〕
留

９
い

258 klm

SA3
1 黒褐色砂質土 アカホヤ粒 (2～ 5mm)、 炭化物 (3～ 8mm)を合む。やや硬。
2 暗灰褐色土 白色軽石 (2～ 5mm)を多く含む。やや軟。
3 黒褐色シル ト質土 小礫 (2～ 3mm)、 白色軽石 (1～ 2mm)を 多く合む。
4 黒褐色シル ト質土 アカホヤ粒 (3～ 5mm)を含む。しまりあり。やや硬。

SA2
5 黒色土 アカホヤプロック (1～ 5cm)を多く合む。やや軟。
6 黒色土 アカホヤ粒 (5～ 10mm)を 含む。
7 黒褐色土 アカホヤ粒 (2～ 5mm)を若干含む。

2580m

第 5図 SAl～ 4実測図 (S=1/40)
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黒褐色土 アカホヤ粒 (5～ 10mm)を合む。
酸化第二鉄の凝集箇所あり。硬。

黒色土 アカホヤブロック (1～ 5cm)を
多く含む。やや軟。

暗褐色土
黒褐色砂質土 アカホヤブロック (1～ 5cm〉

を多く合む。しまりなし、軟。

0         1         2m
睛

第 7図 SA 6 7実測図 (s=1/40)
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黒褐色土 アカホヤ粒 (3～ 5mm)を 含む。
黒褐色± 1よ リアカホヤ粒が少なく暗い。  ピット埋土
褐色砂質土 砂礫層の崩れか。
黒褐色土 アカホヤ粒 (5～ 10mm)を 多少含む。軟。
黒褐色土 アカホヤブロック (1～ 3cm)を 多く合む。しまりなし、軟。

一
黒色土 アカホヤブロック (1～ 5cm)を 多く含む。軟。
黒褐色土 やや粘性あり、硬。

第 8図 SA 3・ 12実測図 (s=1/40)

の存在は確認できなかったため、SBlが先行するもの

と理解 している。棟方向は東西で、柱穴からの遺物の出

土は見られなかった。

SB2は、梁中央に柱穴を持たない 1× 3間の掘建柱

建物である。 SDlに より柱穴 1基を欠く。棟方向はほ

ぼ東西方向であるが約30° 南北に振れている。SBlに

隣接するものの、棟方位や柱間隔に差異が見られ、また、

近接 しすぎていることも考えるならば、SBl、 2の同

時存在の可能性は否定されよう。 SBl、 2と もに火処

0            1            2m

等は確認されなかった。

(3)土坑・土墳墓 SKl～ 6(第12図 )

SKl

SKlは、円形土坑が 2基接 した形態であるが、埋土

の観察からは同時埋没と考えられた。床面にシラス (入

戸火砕硫)が敦かれていた。遺物は見られず遺構の性格

は不明である。
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9 黒褐色シル ト土 アカホヤ粒、白色軽石、炭化物粒を含む。やや硬。
10 暗褐色砂質土 アカホヤ粒、白色軽石を含む。やや軟。
11 淡褐色砂質± 10に 似るが、砂粒が多く色調もやや明るい。
12 黒褐色土 アカホヤ粒 (2～ 5mm)、 灰化物粒 (5mm)を多く合む。

o             1             2m

SA9。 10・ 11

1 暴褐色上 現水田耕作土
2 暗赤褐色土 水田床土層、酸化第二鉄凝集。
3 黒褐色土 白色軽石 (1～ 3mm)、 アカホヤ粒 (2～ 5mm)を 含む。

4 黒褐色土 アカホヤ粒 (2～ 5mm)、 決化物粒 (5mm)を含む。

5 黒褐色土 アカホヤ粒、白色粘土粒、炭化物粒、小礫 (3～ 5mm)を 含む。
6 黒褐色シル ト質土 やや軟。
7 黒褐色± 4に近似するが、やや明るい。やや硬。
8 黒褐色土 アカホヤ粒、白色軽石、炭化物粒を含む。やや軟。

SA13

第 9図 SA 9。 10・ 11 13・ 14実測図 (S=1/40)
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2580m

第10図  SA15。 16実測図 (S=1/40)

2弱 5m

黒褐色土 水田耕作土

同 上
暗赤褐色土 水田床上層、酸化第二鉄凝集

暗褐色砂質土 小礫、白色軽石を多少合む。やや硬。

暗褐色砂質土 アカホヤ粒 (1～ 5mm)を合む。

黒褐色砂質± 5に似るが、砂粒が多い。

黒褐色土 アカホヤ粒 (2～ 5mm)を合む。やや軟。

黒褐色シル ト質土 礫 (1～ 2cm)、 アカホヤブロック (3～ 5cm)を 合む。

黒褐色土 アカホヤ粒 (2～ 5mm)を 多く合む。やや軟。

暗褐色土 アカホヤ粒 (2～ 10mm)を 多く含む。やや軟。

諄夢
::阜筆|`:薄軽電子

紳°

o         1         2m
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アカホヤプロック

第11図 SD 2土層断面実測図 (s=v40)
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第12図 SBl・ 2実測図 (S=1/100)

SK2

1.06× 2.47mの長方形土坑である。検出面からの深さ

は約40cmで ある。埋土中位から偏平河原石と陶器片が

出土している。34は薩摩系の甕の回縁部である。内面に

は、 5本単位の櫛 目が縦位に施される。

SK3

SK3は 、径1.24mの 円形土坑である。深さは30cm

で、床面にはシラスが敷かれており、床直上から杓子状

銅製品 (36)、 やや浮いた状態で国産青磁片 (35)が出

土している。36は 、現存長12.6cm、 幅6.9cmで 、厚さ

1～ 2mmと 薄手の造りである。全体に緑青を応、くが比

較的良好に残存 している。

SK4

SK4は、SA5、 S A16に挟まれる位置に検出され

た。不整形の土坑で、近世の陶磁器が出土 している。37

は肥前の染付碗で、矢羽文が描かれている。18c.後半の

ものである。38は陶器の鉢で、内面には褐色の釉薬の上

に白化粧がなされ、その後に波状の櫛描により地を出し

ている。39、 40は土瓶の蓋で、外面には厚く鉄釉が施さ

れる。

SK5

/4

0                           5m
|

径約 lmの 円形土坑である。床面には幅 5、 6cmの

濤が巡り、濤中及び土坑下半部では黒色腐食土中に多く

の木質が見られた。遺物等は見られなかったものの、木

棺を用いた近世墓の可能性が高いと思われる。

SK6

A区西端に検出された。精円形土坑で1.50× 1,80m、

検出面からの深さ約80cmを計る。遺物等は見られなかっ

た。

(4)濤状遺構

A区では 7条の濤状遺構を検出した。多くは南北方向

に延びるが、底面のレベルを見るといずれも南へ下って

おり、合地縁に向かうものと思われる。 SD4と SD7

は、いずれも掘り込みが浅 くアカホヤ層中で底となって

おり、SD2、 SD6間で検出されていないものの一直

線上に並んでおり、同一の遺構であった可能性がある。

遺物はSD2、 SD5か ら出土 している。

SD2(第 11図 )

SD2は、A区中央に検出された。最大幅 6mで検出

面からの深さも60～70cmと 濤状遺構の中で最も規模が

大きい。 SD2北半部底面には、段丘砂礫層とは明らか

〕
“

る
日

、 ィ糸序>>身

-181-



2580m

黒色砂質土 硬
暗黄褐色上 アカホヤ粒も非常に多く合む。

黒褐色土 アカホヤプロックを合む。やや軟

黒褐色土 しめり気あり。やや硬
黒褐色± 4層 より明るい。

褐色砂質土 アカホヤ粒 (2～ 10mm)を合
む。軟。

黒褐色土 アカホヤ粒 (2～ 5mm)を 多く

合む。軟。部分的に木質の残存が

見られる。
暗褐色土 全体に木質細片が多く含まれる。

軟。

o             1             2m

テ=三」
輩
//

,

オ ヨ

SK6
1 黒褐色土

2580m~ 2 
暗褐色土

3 暗褐色土

4 暗褐色上

アカホヤ粒 (2
～541m)を 着
妥 拍 。惜 塊
アカホヤブロッ

ク (1～ 5cm)
を多く合む。塊
アカホヤブロッ
ク (3～ 10cm)
を多く合む。塊
アカホヤ粒 (2
～5mm)を 多
く合む。やや魂

5 黒褐色シル ト質上 ねばり
あり、
鞭

2580m

2580m

第13図  SKl～ 6実測図 (S=1/40)
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第15図 出土遺物実測図(2)(全て1/3)
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第16図 出土遺物実測図(3)(32～ 53→ 1/3,54・ 55→2/3)
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に異なる拳大の河原石が見られた。遺物は、陶磁器、銭

貨が見られたが、多くは底面からやや浮いた状態で出土

しており、濤埋没時の流れ込みと判断される。41は 、土

師質の鍔付土器で羽釜と思われる。全体に風化が著 しく

煤の付着等は見られないが、二次的な加熱による器壁の

赤変化が認められる。42、 43は在地糸の甕である。44は

白磁碗で、稜花状の回縁は外反する。45～46は 、国産陶

器碗である。見込みに蛇の目釉象↓ぎが見られる。47は陶

器の香炉で、体部下半は露胎である。48は淡黄褐色の器

面に褐色の釉薬で文様が描かれた陶胎染付で、関西糸の

ものと思われる。49は 中国産染付皿で、見込みに人型の

「寿」字文が見られる。底部は碁笥底で、畳付は露胎で

ある。16c.後半と思われる。50とよ肥前陶器の皿で、外に

折り返された口縁はやや受け口となる。17c,前半のもの

である。51は土瓶の蓋で、無釉である。52、 53は瓶で、

52は肥前糸青磁、53は在地糸陶器である。54は、径4,Ocm

と大型の洪武通賓 (1368年初鋳)で裏面に「五福」の

文字が見られる。55は朝鮮通賓 (1423年初鋳)である。

56は石臼で、側面に把手を差し込む孔が穿たれ、裏面に

放射状の刻線が見られる。

SD5

SD5は、A区北東隅から緩やかにカーブしながら南

へ向かいSD2に 合流 している。底面の深さに約50cm

の段差が見られたため別個の遺構としてとらえたが、SD
2上面とSD5の埋土の違いは不明瞭で、切り合い関係

は明確にし得ない。遺物は遺構の上半部に浮いた状態で

流れ込んでいた。57は土師質の抱烙である。外面に厚く

煤が付着している。58、 59は在地系の甕である。60、 61

は陶器碗である。61に はヘラエ具による細かな刻みと刺

突が見られ、明黄褐色の釉薬により暗文となっている。

62は肥前系染付碗である。体部に松、千鳥が描かれる。

63は陶器皿で、内面に僅かに自然釉が見られる。見込み

と底部に目跡が残る。64は鉄製の鎌である。

(5)その他の遺物

A区では、掘建柱建物として認定できたもの以外に多

数のピットを検出しており、その埋土中からも若干の遺

物の出土をみている。また、遺構外 (表土及び包含層)

からも多数の遺物が出土 しており、それらの中で主なも

のを図示した (65～ 94)。

65は土師質の皿で、口径12.8clnを 計る。糸切り底であ

る。66は陶器碗。67は肥前糸染付碗で草花文が描かれて

いる。68は白磁の皿で、日縁は端反りとなる。69は洪武

通賓で、裏面に「治」の文字が見られる。70、 71の銭貨

は判読不能であった。72は土師質の直口壷である。73は

土師質の杯で、回径10,7cmを 計る。糸切り底である。

74～79は在地糸陶器の甕である。76の 回縁部上面には貝

殻の目跡が残る。80、 81は在地糸陶器の壺である。32、

83は中国産青磁碗である。83には剣先蓮弁文が見られる。

15c.～16c.のものであろう。84は、明代の染付碗である。

85、 86は陶器碗である。85は 日唇部内面と見込み (蛇の

目)、 畳付が釉票Jぎされている。86は体部下半が露胎で

ある。87は 白磁皿で、見込みに蛇の目釉象Iぎが見られる。

88は陶器皿で、外面体部下半が露胎である。89は切り高

合の白磁皿である。見込みに4カ所の目跡が残る。90は

陶器の仏飯器で、見込みに蛇の日釉剣ぎ、脚部下半は露

胎である。91は陶器鉢で、内面に放射状の櫛 日、外面上

部は釉のハケ塗りが見られる。92は陶器蓋で、ヘラエ具

による刻み、刺突の暗文は、61の陶器碗に共通する手法

であり、径も一致 している。釉薬の色調に違いがあるも

ののセットである可能性が高い。93は頁岩、94とよ砂岩製

の砥石である。93に は著 しい擦痕が残る。

2 B区の遺構と遺物

(1)掘建柱建物 SB3～ 7(第 19図 )

SB3は、 1× 4間の東西棟であるが、さらに東側に

延びる可能性もある。

SB4は、 1× 5間の東西棟である。

SB5は、 1× 3間の南北棟であるが、さらに北側に

延びる可能性もある。

SB6、 SB7はともに 1× 3間の東西棟である。

SB5・ 6・ 7の 3棟は、S D13と S D14の濤状遺構

に挟まれた (区画された)範囲に位置しており、それぞ

れの濤状遺構と平行あるいは直行の棟方向を示 している

ことから、濤により区画された屋敷地を構成する可能性

が指摘される。

(2)土坑・土壌墓 SK7～ 9(第 20図 )

SK7は、0.80× 1.45mの長方形土墳墓である。検出

面からの深さは18cmである。人骨等の残存は見られな

かったが、北西隅床直上に 5枚の上師質の杯、皿 (95～

99)がまとまって出土 した。95は杯で、日径12.3cm、 器
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3～ 7実測図 (S=1/100)
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黒褐色土 礫 (2～ 4 cm)を含む。硬◇
黒色土 小礫、アカホヤプロック (1～ 3m)

を含む。硬。
暗褐色砂質土 アカホヤ粒 (2～ 5mm)を

多く含む。やや軟。
淡褐色砂
黒褐色土 砂粒、アカホヤ粒、小礫を含む。

第20図  SK7～ 9、 SD8実測図 (s=1/40)

高3.4 cmを計る。底部から体部にかけて丸みを持ちなが

ら立ち上がり、口縁はやや外傾する直回縁である。96～

99は皿で、底部から直線的に立ち上がるもの (96、 97)、

やや丸みを持つもの (98、 99)に分けられるが、いずれ

も日径8.Ocm前 後、器高1.5cm前後と法量的には近似

する。全て糸切り底である。

SK8は、O.90× 1.44mの略長方形土坑である。検出

面からの深さは28cmである。上器類は出上 していない

0                       1                      2m

が、北壁際床上と北西隅のやや浮いた位置に偏平な河原

石が見られた。

SK9は 、 SK7、 8の中間の位置に検出された。

O.75× 1.10mの不整精円形で、検出面からの深さは15cm

である。床面から浮いた状態で土師質皿が 1点出土 して

いる (100)。 日径7.6cm、 器高1.5cmで底部か ら丸

みをもって立ち上がる。風化が著 しいが、糸切り底と思

われる。
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第21図 出土遺物実測図(6)(119→ 2/3、 他は全て1/3)
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第22図  SB8・ 9実測図 (S iv100)

(3)濤状遺構 (第20図 )

SD8は、B区東端に検出した。検出面からの深さは

10cm前後と浅い。濤内に一辺90cm前後、深さ約40cmの

方形土坑が 5基並んでいる。用途は不明である。また、

SB3と切り合っているが、埋上の観察からSB3が先

行するものと考えられる。SD8及び濤内土坑から数点

o                                      5m

の遺物が出土 しているが、いずれも検出面近 くに浮いた

状態であった。101は土師質の不で、糸切りの底部から

直線的に立ち上がる。日縁を欠し口径・器高は不明であ

るが、底径は9。 3cmと 比較的大ぶりなものである。102、

103は土師質の皿で、102がやや丸みを持つのに対 し、

103はやや外反気味に立ち上がる。104は常滑焼である。
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甕の肩部で暗オリープの自然釉が厚 く付着する。

SD9は、SD8の南側に検出されたが、検出面から

の深さが10cm以下と残存が悪く、約 6mを検出したの

みである。105の土師質片回鉢が 1点出上 している。

S D10、 ■はSD8の西側に検出された。ともに10cm

程度の深さで遺構の残存は悪い。 S D10か らは土師質の

杯、皿 (106,107)、 常滑焼の甕 (108,109)が 出上 してい

る。106は 口径10.3cm、 器高3.4cmで、底部はヘラ切り

である。107は 日径7.Ocm、 器高1.6cmで器壁が薄 く、

日縁部は鋭く仕上げられている。108,109は常滑焼の甕

で、日縁部の断面がN字状に折り返される。下方に垂れ

た回縁帯は、頚部との間を十分に保っている。14c.前半

に位置づけられる。 S Dllか らは、土師質の杯が出土 し

ている。■0は 日径■ .3cm、 器高3.3cm、 111は 回径

11,6cm、 器高3.9cmでいずれも糸切りである。

S D13・ 14は、ほぼ平行 し南北に延びる。 SB5～ 7

を含む屋敷地の区画濤の可能性が高い。また、B区北西

隅に検出した S D15は 、方向的にS D13と直交する関係

にある。112は S D13か ら出土している。常滑焼の甕で

ある。ほぼ水平に外へ折り返された回縁は、再度やや内

傾気味に折り返され受け回縁となる。日唇部内側は沈線

状に窪む。13c.後半の年代が与えられよう。

に)その他の遺物

■3、 114は B区表土から出土した土師質の杯である。

113は 日径■ .4cm、 器高3.6cmで糸切 り底である。ロ

クロからの引き離 しの際に付いたと思われる指頭痕が明

瞭に残る。また、底部には板目が観察できる。114は 回

径12.Ocm、 器高3,7cmで 糸切り底である。底部から丸

みを持って立ち上がり、やや外反気味の日縁は薄く仕上

げている。

115は縄文時代後期前半の浅鉢である。肥厚させた器

壁に棒状工具による沈線と刺突文が施される。上縁と下

縁のカープに若千の歪みがみられ、波状口縁の可能性が

指摘される。116も 縄文土器の胴部である。119は、姫

島産黒耀石製の打製石鏃である。

3 C区の遺構と遺物

掘建柱建物 SB8、 SB9(第 22図 )

SB8は、 2× 3間の東西棟である。 SB9は、 2×

5間の東西棟で、いずれも火処等は検出されていない。

C区出上の遺物は 2点のみである。117は波状日縁の

浅鉢で、内面は貝殻条痕、外面は貝殻腹縁による斜めの

連続刺突文が施される。縄文後期前半に位置づけられる。

118は土錘である。

Ⅲ まとめ

六部市遺跡では、ここまで報告 してきたように中近世

を中心とした遺構 。遺物が検出されたが、発掘区域が分

散しており、遺跡の全体像を把握するまでには至らなかっ

た。ここでは、検出された遺構 。遺物について若千の所

見と問題点を述べて、まとめにかえたい。

1 遺物について

今回の調査により出土 した土器類には、輸入陶磁器で

は青磁、白磁、染付が、国産陶磁器では常滑焼、肥前系

陶磁器、薩摩糸陶器等が見られ、他に土師質土器がある。

その多くは、遺構埋没時の流れ込みと思われる出土状況

であり、遺構埋土の中～上位、または包合層からの出土

である。そのため、遺構や共伴遺物の時期推定には自ず

から制約が課せ られることは免れ得ない。しかし、当地

に刻まれた歴史の一隅を語る重要な資料であることは言

うまでもない。

輸入陶磁器は、端反りの碗や内面に蓮弁状の面取りが

施される盤など14c.代 に遡る青磁や、線描蓮弁文の青磁

碗、碁笥底を呈する皿、切り高合の白磁皿など16c.に下

るものが見られる。染付も16c.代 に収まる碗 。皿がほと

んどである。常滑焼は、13c.後半から14c.前半の甕であ

る。県内では、30を超える数の遺跡から常滑焼が出上 し

ているが、そのほとんどが13c.後半から14c.前半の甕・

壷である(1)。
常滑窯が全国的に商権を拡大する時期で

あり、また、器種によって流通域を異にする常滑焼の中

でも汎日本的に流通する器種である。肥前糸陶磁器は、

17c.代の陶器皿等も見られるが、大部分は18c.後半に下

る染付碗である。薩摩系陶器は、甕を中心に壷、碗が見

られる。甕の口縁上面に貝殻の目跡が残るものが含まれ

るが、薩摩焼にのみ見られる特徴の一つである。17c。 後

半から18c.代のものが主体である。県内の中近世遺跡で

比較的多く見られる国産陶器に備前焼がある。すり鉢、

甕を中心に14c.代から出上が見られるようになり、15c.

～16c.にはその器種の主流をなす。しかし、六部市遺跡

においては出土が希薄で、わずかに甕の胴部片に備前焼
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第23図 土師質土器変遷概念図

かと思われるものが含まれる程度で、断定し得るような

特徴的な資料は出土 していない。備前焼が県内で数多く

流通する時期と、当遺跡が集落として営まれる時期にズ

レがあるためであろうか。検出された遺構に時期が限定

されるものが少ないため、判断は留保せざるを得ない。

土師質土器は、郭・皿を主体に壷・羽釜・胞烙等が見

られるが、その数は少ない。杯・皿の底部は、 1点のみ

ヘラ切りが見られたが、他は全て静止糸切りである。全

体形を知 り得たのはわずかに18個体であるが、その中で

もいくつかの形態差が指摘される。

杯 I類 ヘラ切りによってろくろから切り離される。

底部と体部の境に段を持ち、体部から直線的に

延びる回縁端部は丸く仕上げられる。 (106)

不 H類 静止糸切りにより切り離される。フラットな

底部から直線的に立ち上がる。器壁は一様に薄

い。 (73 、 101 、 110)

杯Ⅲ類 体部が丸みを持って立ち上がる。先細りした

口縁部がわずかに外反するものも見られる。

(95 、 111 、 113 、 114)

杯Ⅳ類 器高が低くなり、体部はわずかに内湾 しつつ

も大きく開く。皿との中間的な形態となる。

(15 、 65)

皿 I類 底部から鋭 く立ち上がる。薄手で直線的なも

のと、厚手でやや外反するものが見られる。

(107、  103)

皿 H類 底部からの立ち上が りに鋭さが消える。

(96 、 97、 98、  99、  100)

皿Ⅲ類 全体に滑 らかに丸みを持 って立ち上がる。

(102)

杯Ⅲ類とした95と 皿 H類の96～99は 、 BttS K 7か ら

一括 して出土 しているが、その他のものは、出土状況が

良好であるとは言い難い。特に限定 した年代を与え得る

陶磁器との良好な共伴関係が見られず、年代的な位置づ

けは躊躇されるが、おおよその目安として示 しておきた

い。直線的に立ち上がる体部を持つ杯 H類を15c.後半～

16c.にかけて、丸みを持つ体部にやや外反気味の先細 り

の口縁を持つ芥 III類 を概ね16c.代、不の器高が低下 し、

皿との中間的形態を示す杯Ⅳ類を16c.末～17c.前半 とし

ておきたい。

2 遺構について

A区において16基の竪穴状遺構が検出された。平面プ

ランや柱穴の有無で 3類に分類される。

I類 方形プランで、柱穴を持つもの。

(SAl、 2、 6、 7、 8、 12)

Ⅱ類 方形プランで、柱穴を持たないもの。

(SA3、  4、 9、 10、 11、 13、 14)

Ⅲ類 不整形プランで柱穴を持つもの。

(SA5)
S A15。 16は、上記のいずれにも含まれない円形プラ
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ンのものであるが、いくつかの点で他からは区別 してと

らえておきたい。 S A15は 、浅い皿状の落ち込みである

が、検出面か らの深さが10cm以下で遺構の残 りが非常

に悪い。平面プランにも不明瞭な点が残るため、他と同

列に扱うことは避けておきたい。 S A16は 、壁帯濤を持

ち検出プランに大きな誤認は無いと思われる。今回の調

査で検出された大部分の遺構・遺物が中近世の所産であ

るのに対 し、この S A16は それ以前の竪穴住居跡である

可能性も指摘されている。検出面から唯一出上 した高杯

は古墳時代前期と考えられるが、時期と遺構の平面プラ

ンに若干の違和感が残る(2)。 A区では見られなかったが、

B区およびC区では縄文時代後期に位置づけられる土器

片や打製石鏃が出土 しており、また、昭和63年度に実施

された試掘調査の際にも、縄文時代後期の土器が確認さ

れている(3)。 これらのことから、今回検出された S A16

が縄文時代後期の竪穴住居跡である可能性も否定 し得な

い。しかし、遺構の深さが非常に浅くアカホヤ火山灰層

中で床となることから、竪穴住居跡とすること自体にも

疑間は残る。いずれにしても、この2基の遺構の位置づ

けは、時期・性格ともに積極的な根拠を示 し得ず、留保

せざるを得ない。

I類は、柱穴を持つ方形竪穴であるが、いずれの遺構

もピット径は比較的小さく、壁に沿うように配列される。

特にSA6の先細りの小ピットなどは、一般的な竪穴式

住居のように上屋構造を支えるといった意味合いよりも、

板壁を固定するための杭が想定される。類例遺構は県内

でも数遺跡で確認されている。えびの市小木原遺跡群蕨

地区A地区では、 2基の竪穴状遺構が検出されている(4)。

遺構内からの遺物出土は見られなかったものの、遺構周

辺の包合層から糸切り底の上師質の外・皿、ヘラ描蓮弁

文青磁碗、見込みに印花を持つ青磁碗、常滑焼の甕、備

前焼のす り鉢等14c.か ら16c.にかけての遺物が出上 して

いる。都城市松原地区第 I遺跡では3基の竪穴状遺構が

検出されており、うち2基がこの I類に、 1基がH類に

相当する(5)。
遺構床面から出上した遺物には、ヘラ描蓮

弁文青磁碗、ヘラ描文青磁稜花皿、切り高合の白磁皿等

が見られた。串間市櫛間城D-1曲輪では、数十棟にも

及ぶ掘建柱建物群とそれらを区画する濤や柵列が検出さ

れ、その中に竪穴状遺構 1基も検出されている(6)。
未報

告のため遺構の性格や年代的位置づけは留保されるが、

文献によれば、櫛間城は14c.前半にその城郭が構えられ、

17c.初頭に廃城となっている(7)。 県外においても、類例

遺構は数多く報告されており、中世の (一部近世も合む)

住居、半地下式の倉庫 (穴蔵)、 工房等の用途が想定さ

れている。六部市遺跡の竪穴状遺構 I類は、その規模や

床面があまり硬くしまっていないこと、火処が見られな

いことなどから、住居や工房等の用途は想定し難く、半

地下式の倉庫 (穴蔵)と 考えておきたい。時期について

は、床面密着の遺物が皆無であることから限定した時期

を示し得ない。他地域の類例遺構や、埋土中に見られた

中国産陶磁器や国産陶磁器などから、現時点では中世後

期から近世前半の広い時期幅で概括せざるを得ない。

Ⅱ類は、柱穴を持たない方形竪穴である。砂礫層を掘

り抜 く比較的深いもの (SA3、 9、 10)、 砂礫層直上

を床とするもの (SA4、 11、 14)、 アカホヤ火山灰層

中で床となる浅いもの (S A13)に 分かれる。時期的な

違い (変遷)は指摘 し得ない。また、 I類 (SA2)と
の切り合いを見せるSA3・ 4は、それぞれ前後する関

係にあるが、出土遺物を見る限りにおいては大きな時期

差は含まれない。用途 。時期ともに I類に共通するもの

であろう。

皿類としたSA5は、不整長方形プランで、他を圧倒

する規模を持つが、柱穴の位置と基数は不明確である。

出土遺物からは I、 H類との時期的差異は認められない。

用途についても積極的に指 し示す資料はないが、その規

模の大きさから、住居である可能性も否定できない。

掘建柱建物は 9棟検出されたが、検出面が当時の生活

面よりも低かったために火処等は確認されていない。床

面積を見ると20～ 25ポ前後のものが多く、やや大型のも

のも見られる。A、 C区で 2棟、B区で 3棟の近接 した

掘建柱建物が見られるが、その中で棟方位や梁行等から

同時存在の可能性、あるいは連続性を見出せるのはB区

のSB5～ 7である。これらはほぼ平行するS D13、 S

D14の 2条の濤状遺構に挟まれ、方位も揃っている。ま

た、S D13と S D15は延長上で直交する位置関係にあり、

これらの掘建柱建物と濤状遺構は互いに関連 した屋敷地

(区画)を構成する可能性が指摘されよう。

おわりに一 遺跡の名称について一

当遺跡の「六部市」という名称は、字名から取られた

ものであるが、遺跡周辺には「ろく恩ミぃち殿」と呼ばれ

た館が存在したとの伝承が残っている。この地域を有 し
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ていた土豪が、所領を分割 して相続 したという名残では

ないかと思われる。そうであるならば、「六部一」=

「六分一」であった可能性が考えられる。古文献や古い

地籍図等でこのような名称が見られないか調べる必要が

あろう。こうした試みの積み重ねが、発掘調査では全容

を知り得なかった遺跡の一面を浮かび上がらせてくれる

ものと考えている。
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第 1表 出土土器観察表 (1)
物
測
号

遺
実
番

種 別 器 種 出土地点
法 量 (cm)

形 態 。文 様 ・ 調 整  等
色 調

備  考
口 径 底 径 器 高 外  面 内  面

1 陶  器 碗 SA 3 (9.9) (4.5)
回唇部釉景Uぎ、蛇 目釉剣ぎ、畳付露
胎、内外面に貫入、高合内に工具痕

灰    白 灰    白

陶  器 土  瓶 SA 3 全体に鉄釉 黄   灰 オリープ黒

陶  器 甕 SA 4 (28.8)
外面に鉄釉、外面に貼 り付け突帯
口縁部上面に貝殻痕

黄
綻

灰

ヽ
暗

培
嚇 暗 灰 黄 薩   摩

陶  器 甕 SA 4 (21.3)
全体に鉄釉
内面と、外向 卜部にカキロ

にぶい赤褐
灰白、灰オリーブ

暗 赤 褐

7 青  磁 碗 SA 5 外面に蓮弁
全体に貫入

オ リー ブ オ リー ブ 中 国 産

8 青  磁 皿 SA 5 全体に貫入
稜花皿

オリーブ灰 オリーブ灰
産
帥

国
中、‐

中
１５Ｃ

9 青  磁 皿 SA 5 全体に貫入
稜花皿 明 緑 灰 明 緑 灰

産
後

国
Ｃ６

中
１

10 陶  器 こね 鉢 SA 5 内面に 5条単位の櫛描き目 にぶい黄橙 にぶい黄橙

土師質 |わろくれ子 SA 5 把手下側にスス付着
褐
白

黒
灰 灰    白

土師質 杯 SA 6 (11.2) (7.2)
油痕
糸切 り底

橙
黄

黄浅
淡

貢
褐お

淡
に

灯 明 皿

青  磁 碗 SA 6 剣先蓮弁文、内面にヘラ描文 オ リー プ オ リー ブ 産
帥

国
後、‐

中
１５Ｃ

深  付 碗 SA 6 (12.1)
享花文
全体に貫入 )天   白 灰    白

儡建添票糸
16 C 4変

染  付 碗 SA 6 (4,4) 車花文 灰    白 灰    白
産
後

国
Ｃ

中
１６

染  付 碗 SA 6 (12.9) (4.6) 6 端反 り
見込に草花文、四方欅文

白 白
鎮
後

徳
Ｃ

三ふ
一中

20 陶  器 播 り鉢 SA 6 内面に斜方向とタテ方向が交わる条線が
見られる。外面に指紋が多数見られる。

赤
灰   赤
褐   灰

在 地 系

陶  器 碗 SA 8 (9。 3) (3.8) 6.4 高合、高台内、露胎 灰    白 灰    白

染  付 皿 SA 8 碁笥底、底部外面釉祭Uぎ
芭蕉葉文 白 白 中 国 産

陶  器 皿 SA 8 外面下半に露胎 オリーブ黄 オリーブ黄 88と 同一個体

青  磁 皿 SA 9 端反 り、 全体とこ貫ヌ、 オリーイ庚 オリージ灰
中 国 産
14C～15C

青  磁 盤 SA 9 蓮 弁 オリープ灰 オリーブ灰
中 国

４Ｃ
産

26 土 師質 ほうろく SA10 外面スス付着
浅 黄 橙

浅 黄 橙

陶  器 蓋 SA10 (10.7) 内面露胎 曽 灰 黄 暗 灰 黄

28 陶  器 一里 SAll 内面、体部中央は露胎
内、外面に鉄釉 灰   褐 灰   裾

29 陶  器 皿 SAll (3.9) ヽ
入

内
貫

合
に

高
面外ヽ

合

。

高
内

体部下半は露胎
浅   黄 浅   黄

風
？焼

詢
京
肥

30 染  付 碗 SAll (10) 草花・笹文 ,天   白 灰 白
系

後
前

Ｃ８

肥

１

染  付 碗 SAll (9,7) ,天   白 灰 白
糸

後
前
Ｃ８

肥
１

染  付 碗 氏ゝ13・ SK4 (3.6) (3.7) 5.4 仝や卜|こ貫入、 日鰯 嫡 と見酉こ圏線
畳付露胎 白 白

界
後

前
Ｃ８

肥
１

土 師器 高  杯 SA16 タテ方向と横方向のハケ ロ
風化気味

にぶい黄橙
橙

灰 黄 褐
古 墳 前 難

陶  器 甕 SK 2 (18.8)
口唇部横方向の 2条の浅い沈線文
内面 ヨコナデ後 5本単位の櫛 目

にぶい赤褐
灰 黄 褐

にぶい赤褐 薩 摩

青  磁 碗 SK 3 )天オリーブ 灰オリーブ 国 産

染  付 碗 SK 4 (8.4) (3.8) 5 矢羽文、日縁内面 と見込に圏線
畳付露胎 白 白

lE   詢
18C後

38 陶  器 鉢 SK 4 内面に波状の模様 灰   裾
白

吹   裾
白

39 陶  器 蓋 SK 4 外面貫入、鉄釉 褐 褐

40 陶  器 蓋 SK 4 (4.4) 外面鉄釉 着 赤 褐 暗 赤 褐

41 土 師質 羽  釜 SD 2 AfL気味 橙 橙

42 陶  器 甕 SD 2 口縁部上面は露胎、回縁部下に 2条
の突帯

黒   褐 黒   褐
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第 2表 出土土器観察表 (2)

物
測
号

遺
実
番

種 別 器 種 出土地点
法 量 (cln)

形 態 。文 様 ・ 調 整  等
色 調

備  考
口 径 底 径 器 高 外  面 内  面

陶  器 甕 SD 2
日稼 部 上 回 ほ露 胎 。一 部 重 ね 燒 の跡
右 り 黒   裾 黒   裡

44 白 磁 碗 SD 2 (5,1) 蹴 白 白

45 陶  器 碗 SD 2 4.1 6 蛇 目釉景Uぎ

畳付露胎
快日、快オリーフ

にぶ い橿
灰自、灰オリーブ
に ぶ い 橙

46 陶  器 碗 SD 2 11.8
蛯 目釉剖ぎ
勃 離

示   界

睡暗 赤 裡
赤   黒

極 暗 赤褐

陶  器 碗 SD 2 (7.6) (4) 4 高合・ 高合内 。体部下半は露胎 オリーブ褐 オリーブ褐

48 陶胎染付 碗 SD 2 (9。 9) (4) 4 高合・高台内・体部下半は露胎
全体に貫入

黄 黄 関 西 系

49 染  付 皿 SD 2 (10.6) (5) 2.8 人型「寿」字文
畳付露胎、碁笥底

白

褐

灰

赤
白
褐

灰
赤

産
後

国
Ｃ６

中
１

陶  器 皿 SD 2 (11.5) 全体に貫入 灰    白 灰    白
題巴     Rlu
17C前

陶  器 蓋 SD 2 (7.4) 3,9 受部スス付着 にぶい黄褐 橙

青  磁 瓶 SD 2 内・ 外面貫入、内面下半は露胎 灰    白 灰   白 月巴    前

陶  器 瓶 SD 2 内面頸部～胴部露胎 暗 赤 捉 着 赤 褐 在 地 系

土師質 ほうろく SD 5 (19.6) (15.4) 外面スス付着 灰   褐
橙
鵜

ぶに
瞬

58 HaJ 器 甕 SD 5 口縁部上面露胎、回縁部下に突帯 暗   褐 培   褐

59 陶  器 甕 SD 5 口縁部上面露胎 黒   褐 黒   褐

60 陶  器 碗 SD 5 6.1 高合 。高台内・体部下半露胎 浅   黄 浅   黄

61 陶  器 碗 SD 5 (9,4) (4.6) 6.8
タト面にヘラ状工具による亥Uみ、暗文、
蛇目釉剣ぎ、日唇部・畳付露胎

明 黄 桐 明 黄 褐

62 染  付 碗 SD 5 (11.2) (4,2) 5,9 畳付露胎 白 白

63 陶  器 皿 SD 5 9.3 4.2 内・ 外面に重ね焼きの目跡
糸切 り底

褐 褐

65 土師質 杯 P5 (12.8) (7.4) 糸切 り底 にぶ い橙 にぶい黄橙

66 陶  器 碗 P20 (5.5) 畳付・高合内露胎 灰    白 黒   褐

67 染  付 碗 Pl (13.4)
外面貫入、軍花文
見込み 。高合・ 体部下半露胎

灰    白 灰   白

68 白 磁 皿 P3 (12.8) (6.6) 畳付露胎 灰    白 天   自

土師質 里 A区 内面ヘラ削りの後ナデ 赤   橙 赤   橙

土師質 杯 A区 (10。 7) (6.8) 2.8 糸切 り底 灰    白 浅 黄 獲

陶  器 甕 A区 オリーブ黒 オリープ黒

陶  器 甕 A区 内面 。日唇部・外面に鉄釉
口縁部上面露胎・ 突帯 2条

灰   裡
暗 赤 狸

爽   程
着 赤 裡

76 陶  器 甕 A区 (34)
回縁部 上面 に貝殻 痕
外面 捗 釉 o一部 露 RFI

にぶい黄権
陪   鵜

にぶい黄穂
陪   糎

陶  器 甕 A区 (22.7) 外面に沈線有 り オリーブ黒 オリーブ黒

78 陶  器 甕 A区 (9.4) 全体に鉄釉 赤   黒 赤   黒

陶  器 甕 A区 7.4 内面ヘラケズリ
外面ヘラケズ リ後ナデ

にぶい赤権 灰   赤

80 陶  器 霊 A区 (8.2) にぶい赤祷 にぶい赤褐

81 陶  器 里 A区 内・外面鉄釉、口唇部一部鉄釉
タト面とこカキロ

にぶい赤権 赤   黒

82 青  磁 碗 A区 (11.9) オリーブ灰 オリーブ灰 中 国 産

83 青  磁 碗 A区 全体に貫入
剣先蓮弁文

オリープ灰 オリープ灰
産

６Ｃ
国
一Ｃ

中
１５

84 染  付 碗 A区 4,(
全体に貫入
畳付釉剣ぎ

明 緑 灰 明 緑 灰 中 国 産

85 陶  器 碗 A区 (8.9) (4.2) 6
口唇部内面釉祭Uぎ、蛇 目釉剣ぎ
§ 付 ☆ 紬 豊‖ギ

灰   黄 灰   黄
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第 3表 出土土器観察表 (3)

物
測
号

遺
実
番

種 別 器 種 出土地点
法  量 (cm)

形 態・ 文 様 ・ 調 整  等
色 調

備  考
回 径 底 径 器 高 外  面 内  面

86 陶  器 碗 A区 10,8 4.9 6.5 高合・ 高合内・体部下半は露胎 にぶ い黄 にぶ い黄

87 白 磁 皿 A区 9 3.8 蛇目釉剖ぎ
畳付き露胎

白 白

88 陶  器 皿 A区 (9.9) (4.2) ・
内

面
合

内
高

口縁 ,外面上部貫入
。高合・ 外面下半露胎

オ リー プ オ リー ブ 23と 同一個体

89 白 磁 皿 A区 (8.8) (3.3)
切り高合、全体に貫入
見込み 。畳付きに 4箇所の目跡

灰 白 灰 白 中 国 産

陶  器 仏 飯 器 A区 4,8 蛇 目釉剥 ぎ
脚部内・ 脚部裾 。脚部下半露胎

暗オリーブ 暗オリーブ

91 陶  器 鉢 A区 内面に放射状の簡目有り、外面上部に
釉がハケ塗りしてある。タトロ ト半露胎

黄

黄

淡

浅
に ぶ ヤヽ 黄
黒   褐

92 陶  器 蓋 A区 (8.2)
困画蕗胎
外面 沈 線・ 工 具 に よ る刻 み (暗文 )

僑
明 黄 裡

褐
明 黄 褐

95 土師質 杯 SK 7 12.3 8,7 3.4 外面下半板状工具によるナデ
糸切 り底

吹    日

浅 黄 橙
灰 白

96 土師質 皿 SK 7 7.8 糸切 り底 橙 橙

97 土師質 皿 SK 7 8.1 6.8 糸切 り底
浅 黄 橙

橙
浅 黄 橙

橙

98 土師質 皿 SK 7 7.8 6.6 1 糸切 り底
桂

浅 黄 橙
に 応ミャヽ 掻

99 土師質 皿 SK 7 8.1 7.8 糸切 り底
底部に指押さえ有 り

橙 橙

100 土師質 皿 SK 9 7.6 風化気味 淡 黄 汝 黄

101 土師質 杯 SD 8 (9.2) 糸切 り底 浅 黄 浅 黄 橙

102 土師質 皿 SD 8 5.8 糸切 り底・板 目 に ぶ ヤヽ 橙 に 応ミャヽ 橙

土師質 皿 3D8内土拡 (7.2) (6) 糸切 り底で指痕有 り 浅 黄 橙 浅 黄 橙

104 陶  器 甕 SD 8 自然釉 瞥オリーブ 時オリーブ 常 滑 焼

土師質 片 口鉢 SD 9 外面・ タテ方向に工具痕
内面・版演工具の後ナデ、斜方向の板状工呉

浅 黄 橙 浅 黄 橙

106 土師質 杯 SD10 (10,3) (7.8) ヘラ切 り底 浅 黄 橙 浅 黄 橙

土師質 皿 SD10 (5,9) 1 糸切 り底 灰 白 淡 黄

108 陶  器 甕 SD10 自然釉、外面タテ方向の削り痕
にぶい赤権
に ぶ い 芸

にぶい赤褐
に ぶ ヤヽ 黄

常 滑 焼

109 陶  器 甕 SD10 自然釉
にぶい赤褐
にぶ い黄

にぶい赤裾
に ぶ ヤヽ 黄

常 滑 焼

110 土師質 郭 SDll (11,3) (8.3) 糸切 り底 淡 黄 に ぶ い 橙

土師質 杯 SDll (11.6) (8.2) 糸切 り底 橙 に ぶ い 橙

陶  器 甕 SD13 折返 し受|す 口縁 褐 灰 褐 灰 常 滑 焼

土師質 杯 B区 (11.4) (8.3) 3.6 外面下半指頭痕
糸切 り底 。板 目

橙 獲

土師質 杯 B区 (8) 糸切り底 にぶい黄橙 浅 黄 橙

縄  文 浅  鉢 B区 外面 に横方 向の沈線・ 竹管状の
加支具 による束J突

灰 褐 にぶい赤掲

116 縄  文 深  鉢 3D8内土拡 外面・ タテと斜方向の ミガキ 明 赤 褐 明 赤 褐

縄  文 浅  鉢 C区 口縁 。内面に貝殻条痕の後ナデ
外面に斜方向の貝殻腹縁による連続刺突文

明 赤 褐 暗 赤 褐
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例  言

1 本報告では以下のように遺構の略記号を用いている。

竪穴状遺構………・SA

掘立柱建物跡………SB    I I      ―   ■ |

土坑・………………SK              ・

ピット・柱穴……PP

濤状遺構…:―・…'SD     T       !   i

性格不明の遺構…SZ!           |     !

※調査時記録のままの略記号・番号は一部「遺物観察表」内に記載 している。

ピット……………P

比較的小型の土坑掘り込み (報告しなからたもの)t SC I
2 方位は「国土平面直角座標糸」による座標北である。

3 レベルは海抜絶対高である。

4 遺物の色調は「新版標準土色帖」の該当色票の色名を記載 した。

5 遺構実測図の断面 レベル表示は、同一遺構内で統一されている場合、一箇

所にのみ記載 している。

6 本報告の執筆・編集は戸高員知子が担当した。

7 出土品はえびの市教育委員会で保管 している。

凡   例  (遺物観察表 )

1 法量の推定値は ( )で示 している。

2 器面調整の手法は、以下については略号を用いている。

ナデ N タタキ T ハケロ H ケズリ K 施釉 Y

3 色調は「新版標準土色帖」の該当色票の色名によった。

外内面で色調が異なる場合は 外面/内面 で記載 している。

4 胎土については、概ね精良であるため特に記載欄を設けなかった。特記すべき

所見については特記事項欄に記した。

土師器甕、布痕土器の胎土は加熱時の膨張に耐えるためにどれも粗砂～細礫を

多く混入 している。

5 焼成の状態については、どれも使用に供する程度に良好であったと考え、記載

欄を設けなかった。脆弱なものは焼成よりもむしろ素地上原料の質の悪さ、また

その精製や混和材調合の不十分さ、さらに埋蔵条件による風化度の違いなどに起

因すると考えられる。

6 特記事項欄中の*印の付いた記載は、佐賀県立九州陶磁文化館の大橋康二氏に

よる鑑定結果である。
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1.は じめに

調査経過の概要

平成 4年度の上江地区の調査は、平成 4年11月 16日 か

ら平成 5年 3月 11日 まで実施 した。

発掘調査は、工事の進行状況や作物の植え付け状況等

を考慮 しつつ、関係者との協議を挟みながら進めた。

まず、蔵元遺跡の農道部分 (A区)の調査から開始し、

B区を加えた同遺跡の調査が12月 26日 に完了するまでの

間、12月 9日 から中満地区、12月 21日 から法光寺地区の

調査も相次いで加わった。以後、平成 5年 1月 27日 に中

満遺跡の調査を終了するまで、複数の遺跡の調査を並行

して行ない、最終的には、法光寺遺跡の調査を3月 11日

に終了した。

発掘調査区域の選定にあたっては、事前の県文化課に

よる試掘調査の結果と工事による包含層への影響を合わ

せて吟味したが、調査対象面積の広い中満地区において

は、調査開始時より各所に トレンチを設定し、その試掘

結果から調査区域をA・ BoC区 に限定した。D・ E区

は、試掘後ほぼ全面について重機によリアカホヤ面を検

出したが、遺構は皆無であった。

なお、調査期間中、 1月 9日 には市社会教育課による

「ふるさと講座J活動の一環として中満遺跡で体験発掘

学習会を実施 した。また、 2月 14日 には法光寺遺跡にお

いて現地説明会を実施 した。

遺跡の立地 (第 2図,本集冒頭 I.は じめに)

蔵元 。法光寺 。中満の三遺跡は、広大な中位段丘面全

域に包蔵される原田・上江遺跡群に含まれ、その中の北

西部、標高約260mの位置に分布 している。

原田・上江遺跡群は、縄文時代から中世にかけての遺

物散布地であるが、建山・小木原などに分布する地下式

横穴墓や地下式板石積石室墓といった「墳墓」を除くと、

「生活の場」の調査例は少ない。これまで住居が確認さ

れたのは、原田地区では本地原遺跡の弥生時代後期の花

弁状竪穴住居 1軒、上江地区では、段丘最西端部の標高

約255mの やや低位面にある小木原遺跡蕨地区や六部市

遺跡の中近世の掘立柱建物群のみである。

調査例の少なさに加え、この段丘上、とくに中部の上

江地区は水の便に乏しいことも集落の形成を遅らせてい

たと想像される。この地で水田が開かれるようになるの

は中世以降、とくに近世の大規模な灌漑工事を経てから

のことである。

上江遺跡群中、法光寺地区には、以前より土師器や布

目瓦が表採される寺院 (法光寺)跡の存在が知られてい

たが、昭和60年の県文化課による試掘調査時に トレンチ

内より平安時代中期 (10世紀前半)に比定される高合付

椀・ヘラ切り底の外とともに布目の付いた平瓦が出土し、

寺院の年代と寺域が、より具体像をもって想定できるよ

うになった。

今回の調査区域のうち、法光寺遺跡がこの トレンチの

北東約200m、 蔵元遺跡が同じく西300mと 、共に法光寺

跡に近接の位置にあり、関連する成果が期待された。

基本層序 (第 1図 )

三遺跡の土層堆積状況は、同一段丘上にありながらも

一様ではなく、部分的に緩やかな谷状の窪地があるなど、

段丘原地形の高低によると考えられる変化も見られる。

第 1図は蔵元遺跡をもとにした層序の模式図である。

基本的には、上からI表上、Ⅱ黒色 (黒褐色)土層、Ⅲ

黄褐色土層 (漸移層)、 Ⅳアカホヤ火山灰層、V暗褐色

黒色土

黄褐色土 (漸移層)

アカホヤ火山灰層

暗褐色硬質土

淡褐色粘質土

白色粘質土

礫層

ｍ

ｒ

日

＝

Ｈ

Ｈ

日

日

Ｈ

畔

Ｈ

Ｈ

Ｈ

日

日

Ｈ

Ｈ

Ｈ

日

Ｌ
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第 1図 蔵元遺跡基本層序模式図



硬質土層、Ⅵ淡褐色粘質土層 (ややシル ト質)、 Ⅶ白色

粘質土層 (部分的に堆積)、 Ⅷ段丘礫層となっている。

I層表土は、水田および畑地の耕作土であり、水田で

は下部に数枚の整地層 (床土)がある。H～ V層は火山

灰母体の上壌。Ⅵ層は漸移的ではあるが、Ⅶ層とともに

水成堆積物と思われる。H層以下については、農地開墾

時の削平の深浅や地形の高低によって残存度が異なる。

H層黒色土は古代～中世の遺物包合層である。

法光寺遺跡では、このH層に茶褐色味があるため「黒

褐色土」とし、さらに a・ bocの 三層に分けている

(第15図 )。 Ha層は灰色味の強い濃褐灰色で白色の軽

石粗粒を多く含んでいる。この軽石粒は火山灰分析に供

していないため時期や噴出源が不明で、混入の原因も人

為的な撹乱によるものかどうか判断できなかった。その

ため、ここではHaをΠ層に加えているが、厳密には分

層区別すべきと思われる。Ⅱb・ Hc層は通常のH層の

上層・下層に相当するもので、下層が硬 くしまる自然層

をよく残しているのに対 して、上層は概 して軟らかく遺

物片を含み、白色軽石粒を含む部分もある。下層は褐色

味が強い。これら二層それぞれの厚さは一定していない。

Ⅳ層のアカホヤ火山灰層は、二次的な堆積状況は観察

されなかった。

Ⅵ層は礫層直上に堆積 しており、礫層の窪地のある箇

所では厚い。

Ⅶ層はさらに限られた窪地内にのみ堆積 していること

が、礫層に達する遺構の壁面で確認できた。

中満遺跡では、調査区北半部にⅥ・Ⅶ二層がほとんど

確認できず、V層直下に礫層が現れるという状況であっ

た。また、同遺跡では、調査開始時の試掘で表土から黒

曜石製石鏃 1点が出土 したが、縄文時代の包合層は、三

遺跡とも確認されなかった。

調査の概要

三遺跡の調査方法は、次のようなものである。

調査面 (遺構確認面)は基本的にアカホヤ面とし、 I

～皿層は重機により除去 した。

包合層のH層が比較的厚く残っている部分 (蔵元A区

北端部、法光寺C区西部)については、上層部に生活面

や浅い遺構が含まれる可能性が高いものの、やむを得ず

調査しないことにした。ただし、法光寺C区北東端部の

区画では、表土除去後、Ⅱ層 (厚さ15～ 20clll)の 手掘り

による遺構 。遺物の検出を試みている。

遺構を合む調査区内の実測作業は、調査員の指導のも

とに経験のある作業員らが行なった。その内容は、調査

区内に設定 した10mグ リッドをもとにした、平板による

遺構分布図作成と20分の 1縮尺の手実測である。遺構の

内容や時間的制約上、中満遺跡A・ B区と法光寺遺跡 S

K18・ 19については、平板を用いた50分の 1縮尺の実測

のみ行なった。

遺構の埋土や調査区境界および トレンチの土層断面の

記録は、調査進行の都合上、すべてについて実測するこ

とができなかった。また、記録 した土層断面図も、本報

告中ではかなり限定 して掲載 している。

法光寺 。中満遺跡では、ピットの埋土の記録にも留意

した。

以下、各遺跡の調査成果について簡潔に述べておく。

蔵元遺跡は中世の集落の一角で、多数のピットと濤状

遺構、粘土採掘土坑などが検出された。

法光寺遺跡は古代の集落で、掘立柱建物群が検出され

た。遺物中に墨書土器 1点 と布目瓦片 1点が含まれ、法

光寺跡との関連が注目される。

中満遺跡は近世～近代初頭と比較的新しい時代の遺構

が検出された。当時の民家の跡地と考えられる。

2.蔵元遺跡

1.調査の経過

蔵元遺跡の調査は、農道および水路用地の幅6m長 さ

180mの区間 (A区)と 、工事区域内で削平による影響

が最も懸念された農地部分 (B区)について実施 した。

A区は、作物植え付け状況や調査中の農道確保の都合

上、数ヶ所に分断しつつ調査せざるを得なかった。A区

南端部については、重機によリトレンチを掘り下げ土層

を確認 したが、南に向かうほどアカホヤの残存度が悪く

なり、また、礫層がすぐ現れたことから以南の調査は不

要と判断した。しかし、工事中、 トレンチより約 3m南

の5m角の範囲で再びアカホヤ層が確認され、原地形が

南に浅く落ち込んでいることがわかった。ピット3個が

散見されたが特記すべき状況はなく、簡単に記録するに

留めた。

B区は、 トレンチャー跡が縦横に入るものの表上下す

ぐにアカホヤが現れた。遺構検出状況によって調査区を

拡張する予定だったが結局果たせずA・ B両区の濤状遺
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